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本研究では、日・英応用磁気学論文各10本 を資料とし、論文中の図表提示数と提示された論文セクションを明らかにした後、「図表

提示文」を取り出して分類した。その中で日・英で構文の一致しない分類を取り出し、構文の一致 しない理由を 「実験において著者が

行った方法 ・手順を述べる文」畝田谷(2003)と合わせて考察し、1)日 ・英語の著者主語省略に対する構文上の制限の違い、2)日 本

語において述語動詞に能動形が使われる場合のニュアンス、3)日 本語における提題化の用法にあるとした。この考察から、日・英語

で構文は不一致であるが図表提示文出現数各1位2位 であった4文 を、定型表現として組み合わせて対応させた。また、図表提示文に

おける直接受動文使用の様相と、論文セクション別直接受動文使用の様相を考察し、Results and discussionセ クションにおいて図表

提示文が受動文使用率をある程度上げる役割を果たしているとした。
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1.は じめに

現在専門日本語研究の知見として、農学系学術論文に

関して、1)論 文の各セクションは、そのセクションの

目的とそ こに記述される内容によって文末表現や文型の

出現状況に偏 りがあること、2)論 文全体を通 して陳述

を表す文末表現が少な く、限られた文末表現と文型がく

り返 し用いられ、文体的に単調であることが実証されて

いる(村 岡1999a,1999b,2001)。 また英語でも理工系をは

じめとする研究論文 について種々の研究が行われてお り1,

論文各セクションで伝達 目的が異な り,セ クション別に

現れることばの特徴が異なる2(Swalesl998)と 指摘され

ている。

これは学術論文では、論文各セクションにおいて書き

手が表す伝達目的や,こ うした目的を表すための伝達意

図3に共通性があるからではないかと考えられる。同一分

野の論文であれば、中でも特に自然科学を扱う理工系分

野では、論文中の伝達目的や伝達意図は日英両語にほぼ

共通するのではないかと考えられる。

そこで筆者は日英両語に共通して現れる論文セクショ

ンの伝達目的に着眼し、その言語化に際して,欧 語の影

響で受身文が多用されるという理工系分野の日本語4と、

同分野の英語の主文述語に直接受動文5が どのように現れ

るかを応用磁気学論文を資料として比較した6。その結果

「実験方法」セクションで日・英語の直接受動文使用に

顕著な差が見られ、それはこのセクションに多出する 「実

験において著者が行った方法や手順を述べる」という表

現目的7の文において、日本語では能動文が、英語では受

動文が多用されているためであることが明らかになった。



本稿はこの続編として、日・英語で一部 に態の不一致

の見られる 「図表提示文」を取り上げ,こ の表現目的を

表す文の主文述語に直接受動文がどのように現れるかに

ついて比較 ・考察を試みたものである。

また、日英両語とも限られた主文述語表現がくり返し

用いられるという傾向があることから、同一の表現目的

を表す文を定型表現として対応させることもできると考

えられる。教育的観点から、本稿ではそのような対応し

た定型表現が実証できれば取り出すことにした。

表現目的別定型表現の対応を専門日本語教育の観点か

ら見ると,理 工系大学院留学生の中には英語能力が日本

語能力より高い学生も多く,す でに英語で論文を執筆し

たことのある学生も少なくない。英語による論文執筆に

慣れた学生であれば,論 文に表すべき伝達目的や伝達意

図は頭の中に経験的に存在すると考えられる。論文の伝

達目的や伝達意図を具体的に表す表現目的の日英対応表

現が専門分野別に提示できれば,限 られた文末表現と文

型がくり返し用いられるという専門分野の日本語に効率

的に接することになり,スタイルの変化について学べば

このような英語能力を持つ学習者の場合その能力を援用

して,論 文等の執筆や読解に限らず、専門分野について

日本語で話す、聞く技能の向上にも貢献できるだろう。

なお,日 本人向けの英語の論文作法解説書には日本語

に対応する英語例文を提示しているものもあるが,英 語

学習者の視点であるため解説が英語の用法に限られてお

り、日本語の対応表現について英語と対照して解説した

り、両語の異同を実証的に考察したものは少ないと思わ

れる。本研究では定型表現の対応を経験的に指摘するの

でなく,専 門日本語教育の視点から,よ り本質的な説明

に結びつくように日英両語の構文の異同を対照的に実証

し,違 いが生じる理由の考察を日英両語において試みた。

2、 資料

資料は、畝田谷(2003)で使用した資料に、その資料の出

典である学会誌か ら新たな論文を足 して構成 した。畝田

谷(2003)で明らかにした、論文セクション別の主文述語に

おける直接受動文出現状況に、本論で調査 した、論文各

セクションに 「図表提示」文が出現する状況および 「図

表提示」文の主文述語における直接受動文使用状況がど

のように関係しているかを見るためである。

資料とした 日本語論文は 『日本応用磁気学会誌』 日本

応用磁気 学会,英 語 論文 はJournal of Magnetism and

 Magnetic ル勧 励.--sevier Science Publishers.から選んだ。

その理由は,ま ずインフォーマン トとして助言 ・協力を

得 られるこの分野の専門教官が身近に存在す ること,次

にその専門教官からこれ らが権威ある学術雑誌であると

推薦を得たこと,第3に 両雑誌が目次相互掲載を行って

お り,そ のことから研究分野がほぼ同一で比較の対象 と

して適当であると判断されたこと,最後に佐藤・仁科(1997,

p.62)で も,『 日本応用磁気学会誌』が 「理系の専門分野

の中で大きな部分を占め,し かも日本語で論文が書かれ

ることが比較的多い工学系の分野の学術論文」であると

して資料の一つに使用されていたことによる。

また,両 雑誌には実験系論文 と理論系論文が混在 して

いるが,実 験系と理論系という性質の違いが比較の結果

に影響を及ぼす要因となる可能 性も考慮し,比 較対象を

できる限り等質にするために今回は実験系論文のみを調

査資料の範囲とした。

『日本応用磁気学会誌』は1999年Vol.23 ,No.4-2論 文

特集号から論文10本 を取って資料とした。

JournalofMagnetismandMagneticMaterials.はVol.176,

No&2-3,1997か ら発行誌を順に遡 り,Vol.167,199'7の 各

号までに掲載された論文の中か ら,著 者の名前 ・所属に

よって主要著者か著者の大半が英語が母国語であると考

えられる論文10本 を選び資料とした8。

3.方 法

まず、資料各論文の図表提示数とそれらの図表が提示

された論文中のセクションを調べた。その際、図表の下

位分類(例:Fig.1a,lb等)は それぞれ独立別個の図表と

して数えた。次に、図表を提示する文を論文か ら特定し

て抜き出した。文の特定にあたっては、論文中の同じ図

表の2回 目以降の提示はその図表の内容説明の表現機能

を持つため、図表が論文中に初出で提示された文のみを

数えた。また、1文 に複数の図表が提示されている場合

でも、1文 として数えた。(例:「～をFg.#に 、～をFig.#

に示す」は1文 とした。)従 って、論文中に掲載された図

表数と図表提示文の総数は一致 しない。

その上で図表提示文 を、 日英両語とも構文 によ り分類

した。このうち、図表提示が名詞句(例:「Fg.#に 示す

Noun」、"NouninFg.#.")、 または副詞句(例:「Fig.#の

ように～」、"asshowninFig.#.")と して行われている構

文、または文中あるいは文末に 「～(Fg.#)」 のように

提示される場合以外の構文の主文述語表現について、直

接受動文と能動文の使用比較を行った。主文述語表現に

ついては、句点で区切られる1文 ごとに1つ を取り出し、



文が複文の場合は主文の述語表現を、重文の場合は日本

語については句点が置かれた文末表現を、英語について

は定まった時制を持つ文頭に近い位置の述語表現をその

文の主文述語表現とした。

4.結 果

4.1各 論文の図表提示数と提示されたセクション

表1に 、資料の各論文に提示された図表数と図表が提

示された論文中のセクションを示す。日本語1論 文当た

りの図表の平均提示数は12.1、 英語は12.5と ほぼ同数

であった。 日英ともに 「はじめに」"Ihtr(⊃ductiQn"に提

示された図表は極めて少なく、全図表数の0%(日 本語)

0.8%(英 語)9で あった。 「実験方法」の図表数は全図表

数の14.0%、"Experirnentalmethod"は9.6%、 殆どの

図表は 「結果および考察」(86.0%)、"Resultsand

discussiOn"(89.6%)に 掲載されていた。 これは当然の

ことながら、図表の多くが 「結果および考察」、"Results

anddiscussion"に おいて得られた結果の報告に用いられ、

「実験方法」、"Experimentalmethod"で は実験装置な

どの説明が必要な場合に限って用いられているためであ

ろう。図表提示文が 「結果および考察」、"Resultsand

discussion"セ クションに多く出現することから、図表提

示文で使用されている態の様相が、これ らのセクション

の直接受身文の現れ方に影響を及ぼしている可能性が考

えられる。

表1各 論文の図表提示数と提示されたセクション

4.2図 表を提示する表現の分類

表2に 、図表を提示する表現の分類を示す。資料の論

文か ら、日本語は7分 類、英語は6分 類することができ

た。 日本語の分類3、4、5、6は それぞれ英語の分類

3、4、5、6に 構文的に対応する表現であった。

構文的に対応 しない表現は、日英両語でそれぞれ使用

例の上位1、2位 を占めた分類1、2a,b.の5文 である。

この中で、英語全体の用例の42.4%を 占める分類1は 直

接受動文であるが、日本語の用例には受動文はまったく

見られなかった。以下にこの5文 を挙げ、それぞれの文

の構造を反映した対応する直訳(*印 文)を 付した。*

印文は、日英語ともに資料の論文には全く現れなかった。

次節で、互いに構文が構造的に対応しなかったこれらの

文について考察する。

〈日 本 語 〉

分 類1.「 ～ をFig.#に 示 す 。」 →*"Ishow～inFig#."

分 類2-a「Fig#に ～ を 示 す 。」 →*"InFig#1show～."



分 類2-b.「Fg..#に ～ を 示 し た 。」 →*"InFig.#I

showed一"

〈英 語 〉

分 類1."～isshowninFg.#,〉 →*「 ～ はFig.#に 示 さ れ

る 。」*「 ～ はb'#に 示 す 。」 の 形 で も 例 な し 。

分 類2,"Fig.#shows～."→*「Fig.#は ～ を 示 す 。」

表2図 表を提示する表現の分類



5.考 察

5-1構 文の対応しない理由

分類1,2a,b.で構文が構造的に対応しない理由は、1)

日・英語の著者主語省略に対する構文上の制限の違い、

2)日 本語において述語動詞に能動形が使われる場合の

ニュアンス、3)日 本語における提題化の用法にあると

考えられる。これらは畝田谷(2003)の 「実験において著者

が行った方法や手順を述べる」という表現目的を表す文

において、日本語で能動文が使用され英語で受動文が多

用されることにも同様にあてはまるため、この表現目的

を表す文からも用例をひいて考察する。

5-1-1日 ・英語の著者主語省略に対する構文上の制限

の違い

図表提示文および 「実験において著者が行った方法や

手順を述べる」文では、著者主語は周知で不要な情報で

ある。図表提示文では図表番号や図表に提示された内容

が、「実験において著者が行った方法や手順を述べる」文

では実験の行為内容が本来の伝達主眼である。図表提示

文では簡潔な記述が、また 「実験において著者が行った

方法や手順を述べる」文においては、他者が自らの実験

を再現できるような客観的で正確 簡潔な記述が求めら

れ、これらの文に周知で不要な著者主語が文の成分とし

て顕在すると記述が冗長になる。特に 「実験方法」セク

ションでは表現目的上動作主である著者主語文が連なる

ため、連文中の反復語句の効果によって伝達主眼である

動作対象や手段、場所、行為等に置くべき焦点が拡散さ

れ、さらに焦点がぼける。これを避けるため、構文上能

動文において動作主(こ こでは著者主語)が 省略できる

日本語では、[1][2]の ように著者主語を省くことに

よって記述を簡潔にし、本来の伝達主眼である動作対象

や手段、場所、行為等に焦点を当てていると考えられる。

[1]分 類1.「 ～ をFig.#に 示 す 。」 分 類2-a.「Fig#に ～

を示 す 。」 分 類2-b.「Fig.#に ～ を示 した 。」

[2]ま たX線 回 折 、 電子 顕微 鏡(TEM)、A㎎er電 子

分 光 で 熱 処理 前 後 の 試 料 の結 晶構 造 ・組 織 を調 べ た 。(『日

本 応 用磁 気 学 会 誌 』VoL23,No.4r2,p.1237)

一方英語においても、図表提示や自らの実験行為の説

明において、客観的で正確かつ簡潔な記述が求められ、

日本語同様動作主(著 者)で はなく動作対象や手段、行

為等に焦点を当てる必要があるが、英語の構文上の制限

から能動文では常に動作主を置かなければならず、日本

語のように動作主を省略することはできない。([3][4])

[3]*Show～inFg.#.(非 文 法 的)(作 例)

[4]*MeasuredthetenΨera面u『ewilhath㎝mme厩(非 文

法 的)(作 例)

代案として[5][6][7]な どのように、動作主では

なく動撤 橡 や手段、行為等に焦点を当てるためにそれ

らを提題化することも文法的には可能であるが、対比的

な意味が強く出てしまうのでこの場合は不適切である。

[5]～,IshowinFig.#(～ は私 がFig.#に 示 す 。)(文 法 的

だが 不 適 切)(作 例)

[6]Thetemperature,lmeasuredwithatherm・meter.(温 度

は 私 が温 度 計 で測 っ た。)(文 法 的 だ が 不適 切)(作 例)

[7]Measurethetemperaturewithathermometer,Idid.(温

度計 で温 度 を測 りは した 。)(文 法 的 だ が不 適 切)(作 例)

英語では、以上のように能動文で動作主主語の省略や動

作文橡 の提題化によって、動作対象や手段、行為等に焦

点を当てることができない。著者主語回避のためには、

図表提示文分類2"Fig.#shows～."の ように必要情報であ

る図表番号を物主語としてたてるか、あるいは動作の及

んだ文橡 である述語動詞の目的語を主語として文頭に配

置し、受動文にして著者主語を省略するしかない。英語

で図表提示文(分 類1"～isshowninFig.蹴")や 「実験に

おいて著者が行った方法や手順を述べる」文で受動文が

用いられる10の はこのためであると考えられる。

5-1-2日 本語において述語動詞 に能動形が使われる場

合のニュアンス

図表提示文において、英語分類1に 対応する日本語文

「～はFig.#に 示される。」は皆無であった。さらに 「実

験において著者が行った方法や手順を述べる」文でも、

著者が主語の場合、[8]の ように述語動詞が受身形の文

は皆無であった。これは、述語動詞に受身形 「測定され

た」を用いるより能動形 「測定した」を用いた方が、他

者の行為ではなく著者によってなされた行為であるとい

うニュアンスを与えるためだと考えられる。11

[8]エ ッチング量は触針式表面粗さ計にて潰淀 された。

(作例)



この述語動詞が能動形である場合のニュアンスの分析

と 「実験方法」中の動詞過去形能動文の多用、および著

者主語省略の指摘は村岡(1999b)の農学系論文の分析と一

致し、日本語で図表提示文に著者主語を省略した他動詞

非過去形能動文が、また 「実験方法」に多出する 「実験

で著者が行づた方法や手順を述べる」表現目的の文に著

者主語を省略した他動詞過去形能動文が多用されること

は、分野を超えた共通点だと考えられる。

5-1-3日 本語における提題化の用法

図表提示文において、用例中英語分類2に 対応する日

本語文 「～はFig倣 に示す。」と英語分類1に 対応する日

本語文の変形 「Fig蹴は～を示す。」は皆無であった。「は」

が使用されない理由は、図表提示文においては 「図表番

号」と 「図表の内容」という二つの新情報を提供してい

るため、どちらか一方を 「は」で提題化すると取り立て

や対比的意味合いが出てバランスがとれないためだと考

えられる。しかし畝田谷(2003)の 「実験において著者が行

った方法や手順を述べる」文(日 本語論文からの37例)

をさらに分析すると、日本語では動作主(著 者)を 省略

した後、用例の約半数(37例 中19例)が 目的語を提題

化して文頭に置いていた。[9]は その代表的文例である。

〈目的語を提題化する例〉(19例)

[9]エ ッチング量は触針式表面粗さ計にて潰掟 した。

(『日本応用磁気学会誌』VoL23,No.4-2,p.1162)

この場合は、二つの新しい情報を提供する図表提示とは

異なり、目的語を 「どのような手段、方法、条件で」行

ったかに力点が置かれているため提題化されると思われ

る。ちなみに、目的語を提題化しない例は18例 あり、こ

れらはa.目 的語を+動 詞→とくに力点を置かずに説明す

る場合、b.(目 的語が摘要される対象)は+目 的語を+

動詞→ 「何(目 的語)を 」に力点が置かれている場合に

分けられると思われる。以下に代表的文例を示す。

〈目的語を提題化しない例〉(18例)

a.目 的語を+動 詞(14例)

[10]ま たX線 回折、電子顕微鏡(TEM)、A㎎er電 子

分光で熱処理前後の試料の結晶構造 ・組織を調べた。(上

掲文例2)

h(目 的語が摘要される対象)は+目 的語を+動 詞(4例)

[11]磁 界センサーは1軸 及び3軸 サーチコイルを使用

した。(『日本応用磁気学会誌』VoL23,No.4-2,p.1366)

5-1-4分 類2brFig#に ～を示した」文について

日本語分類2bと して論文資料#9か ら2例 の過去形文

が見られた。以下に前後の文脈も含めたこの2例 を記す。

[12]3,1.Fe-Ni-Pめ っき膜の作成と基本特性

Hg.2に 、FN比 とR}一Nl-P膜 の 恥 含有量の関係を示し

た。FN比 が大きくなると、Ee含 有量は単調増加 した。

(『日本応用磁気学会誌』VQL23,No.4・ 一2,p.1626)

[13]Hg6に 、外部磁場0お よび50e印 加したときの

M素 子の両端間の電位差の変化を回路の周波数に対して

プロッ トした。 この測定には、膜厚5μmのFe嗣Ni-P素

子を用いた。周波数を高くすると、外部磁場0お よび50e

印加 したときのMI素 子の両端間の電位差は大きくなっ

た。(『日本応用磁気学会誌』VQL23,No.4「2,p,1627)

rHg#に ～を示した」文の現れた前後の文脈を見ると、

[12]で は実験上作成しためっき膜の 恥 含有量が、FN

比によって変化する様についてFig2に 示 したものである。

FN比 は著者が任意に変えることができるもので、実験で

変化させた結果、Hg.2の めっき膜の 恥 含有量が得 られ

たのである。 この点から、 この文は、図表提示文であり

ながら、「実験で著者が行った方法や手順を述べる」表現

目的の文 と重なっているとも言える。さらに[13]文 は

「～を～に対 してプロットした。」であり、「どのように

どうしたか」 について 「著者が行った方法」「行為」を述

べている。また周波数は著者が任意に変えられるもので、

この文も[12]同 様図表提示文でありながら、「実験で著

者が行った方法や手順を述べる」文 と重なっているとも

言える。従ってこの2例 は、図表提示文でありなが ら、「実

験で著者が行った方法や手順 を述べる」文(他 動詞過去

形能動文が使用される)の 意味合いを持ち、そのため過

去形が選ばれたのではないかと考えられる。

5-2対 応する定型表現と表現のヴァリエーション

日・英語の分類1、2aが 互いに構文的に対応する形で

存在しないのは、5-1で 述べたように1)日 ・英語の著

者主語省略に対する構文上の制限の違い、2)日 本語に

おいて述語動詞に能動形が使われる場合のニュアンス、

3)日 本語 における提題化の用法にあると考えられる。

そこであらためて 「図表番号」 と 「図表に提示された内



容 」 が1文 中で 提 示 され る順 に着 目 し、 日 ・英 語 の 分 類

1、2aの 文 を考 え る と、他 に用 例 が な い こ とか ら見 て も、

定型 表 現 と して そ れ ぞ れ が 以 下 の よ う に対 応 して い る の

で は な いか と考 え られ る。

〈日本 語 〉 〈英 語 〉

分類1.「 ～ をFg.#に 示す 。」 → 分 類1,"～isshowninFg.#.'"

分 類2-a.「Fg.#に ～ を示 す 。」→ 分 類2."Fig.#shows～."

また 、 日英 両語 の 各 分 類 の 述 語 の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン を

見 る と、 日本 語 の 図表 提示 文 の述 語 は 、 「プ ロ ッ トした 。」

(1例)を 除 い て す べ て 「示 す 」 が 使 わ れ て い た の に 対

し 、英 語 で は 、"show"の 他 に"give,CAIIIjrdl'e,display,pl(元

presentreproduce,lridlCdte,SLIIYIIT131y,beevidenE'と 多 くの 表

現 が使 用 され て い た とい う違 いが あ っ た。

5-3図 表提示文と論文セクション別直接受動文使用

状況の関係

ここで、畝田谷(2003)から応用磁気学論文の総文数別、

セクション別の主文述語における受身形の使用率を見て

みよう。

表3総 文数別、セクション別の主文述語における受身

形の使用率

表提示文が受動文使用率をある程度上げる役割を果たし

ていると言える。

6.ま とめと今後の研究課題

本論文では、日・英応用磁気学実験系論文において図

表提示文として使用された文例を分類し、図表に示した

内容を文頭に置く文では、日本語では能動文が、英語で

は直接受動文が使われることを明らかにした。また、そ

の理由を 「実験において著者が行った方法や手順を述べ

る」文と合わせて考察し、さらに図表提示文として日・

英語で対応すると思われる定型表現を取り出した。

今後は資料数を増やしながら、「はじめに」"Introduction"

セクション,「結果及び考察」"Resultsanddiscussion"セク

ションにおいて日英両語に共通して現れる同一の表現目

的を表す文があるか否か,あ ればそれはどのような表現

目的かを探り,同 一の表現目的を表す文における受動文

使用の様相を比較していきたい。その中で日本語に受動

文として現れる文,特 に著者の見解を示す文(自 発)が

日本語の受動文総数に占める割合を明らかにするととも

に,対 応する英語の態表現を明らかにしたい。また、引

き続き特定の表現目的の文が各論文セクションに現れる

傾向と,そ の表現目的を表す文における受動文使用の様

相から,日 英両語の各セクションの受動文使用率を説明

づけ、その結果論文全体を通して,種 々の表現目的を表

す文の現れ方と,そ れらの受動文使用の様相を明らかに

したいと考えている。

これに表1「 各論文の図表提示数と提示されたセクシ

ョン」から、 「(セクション別の)総 図表数に占める割合」

を合わせてみると、 日本語では図表提示文 に受動文が皆

無であったことから、どのセクションの受身形使用率に

も図表提示文は影響を及ぼしていないことがわかる。一一

方英語の図表提示文のうち、424%が 直接受動文(表2の

英語分類1)で あった。英語論文の図表は89.6%がResults

anddiscussionセ クションに提示されているので、論文中

のすべての図表提示文の約38.0%が 直接受動文としてこ

のセクションに提示されていることになる。畝田谷(2003)

で 「実験において著者が行った方法や手順 を述べる」文

に直接受動文が多用 されることが、Experimentalmethod

セクションにおける受動文使用率を高めていることを指

摘 したが、Resultsanddiscussionセ クションにおいては図

注

1Swales(1990)等 多数

2「 時制 、受動態 、引用/参 照、緩和表現 、解説 の出現頻度 が

異 なる。」Swales(1998)p.157

3伝 翻 的 はSwales(1990)の いうoo㎜t血ca伽ep㎎ ㎜ 、

伝達 意図 はmoveを 指す。.

4理 工系 分野の 日本語の特徴 の一つ として,一 般 日本語 に比

べて受身形が多用される ことが 指摘 され ている(木 下1981;加

納1990;深 尾1994;村 岡1999a)。 木下(1981)は 欧語論文

に受 身文が多 い ことの影 響で,日 本 の 自然科 学者 ・技術 者 は 日

本語 でも受身で書 くことが多いのだろうと述べて いる。

5直 接受動文 は牧野(1986)pp.364-369の"directpassive"の

定義 による。1)英 語受身文 と同様2)対 応 する能 動文 あ り3)

能動文 の直接 目的語 が受身文の主 語にな る。4)述 語動 詞 は他

動 詞等。 日本語の直 接受動文 は構文 上英語 の受身 に対応す る表

現 であるが,日 本語で物主語受け身文 が無条件で対応す る能動



文の代替表現にならないことなど、一般 日本語では英語と語用

論上にずれがある場合もある。

6畝 田谷(2003)

7こ こでいう表現目的とは 「比較 ・対比 ・原因・理由・根拠 ・

構成 ・提示 ・定義 ・分類 ・仮定 ・条件」等といった機能別表現

意図(羽 田野(1991))と は異なり、Swales(1990)のいう"step"

すなわち 「文章のある箇所で書き手が何をしようとしているか

という伝達意図を考慮した単位」(杉田(1997))で ある。

8英 語論文の選定,解 釈には ミ謡 の金沢大学StephenH.

Leary氏 の協力を得た。

91ntroductionセ クションに現れた図は1例 であり、論文の

題目のキーワードについて概念;的な説明を施す概要図であった。

10英 語の研究論文に過去時制の受け身が多く出現し、その

場合述語動詞の動作主は実験者であり述語動詞の語彙が限られ

ていることはSwales(1990)も 指摘している。

11深 尾(1999)の 工学系の専門書 ・論文で 「主語が人でな

ければならない動詞は、筆者が主語の場合を除いて、すべてと

言っていいほど受け身の形になっている」(p.8)という指摘にも

あてはまる。
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英文要旨

   This paper analyzes the sentences to present figures and tables in applied magnetic experimental papers 

in Japanese (N=10) and English (N=10). The total number of figures and tables and their location in papers are 

examined and 5 types of the sentences not corresponding to the other language syntactically are found. The 

reasons for not corresponding are discussed regarding three points. Based on those reasons, 4 types of 

sentences not corresponding to the other language syntactically found the equivalent type of sentences in the 

other language respectively. Furthermore this paper refers the use of direct passive sentences in sentences to 

present figures and tables influences the use of direct passive sentences in Results and discussion section in 

English papers in a certain degree.


